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美濃市にある森林総合教育センター
(morinos)では子どもたちが森や木と
親しみ、そこにある物を生かしなが
ら遊んでいます。５周年を迎えた
morinos。この夏はどんな遊びが繰
り広げられるのでしょうか。

今月の表紙
国
有
林
の
現
場
か
ら 

（106）
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開催日 行事名等 内　容　等
場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

9月13日（土） 狩猟免許試験 
（網猟、わな猟）

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9:30～17:00
●申込：8/15～8/29
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは

右記にお問い合わせください。

OKBふれあい会館　講堂

各地域を所管する県事務所等、
または環境生活政策課
TEL：058-272-8231

９月３０日（火）
締切

令和８年用
国土緑化・育樹
運動の標語募集

令和８年用の国土緑化・育樹運動のポスターなど
で使用する標語を募集します。

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL：０５８-２７３-７５７７

森林・林業関係イベントカレンダー（9月）
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

morinos５周年記念イベント！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（ｍｏｒｉｎｏｓ）は、令和2年7月22日にオープンしました。こ
れまで、子どもから大人まで幅広い世代の方が森林や木に親しみ、森とのつながりを体験できる場所として、多くの方
にご利用いただきました。今年で開所から5年が経ち、節目としてさまざまな記念イベントを実施します！

＜5周年！記念プログラムリレー開催！！＞
7月3日（木）～8月31日（日）の期間中、記念プログラムリレーを開催します！この期間だけの特別なプログラムや記

念ステッカーのプレゼントもあります。いつもとは一味違ったmorinosにぜひ遊びに来てくださいね。

morinos HPでは、こうした日常風景からプログラムまで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。

記念イベント期間中、morinosに遊びに来た方全員にmorinosステッカーを
1枚プレゼントします！耐水・耐候性があるので、濡れたり屋外で使ったりし
ても大丈夫！水筒や手帳など好きなところに貼ってくださいね。
デザインが2種類ありますので、お好きな方をお選びください。
　開催日：7月3日（木）～8月31日（日）
　定　員：なし（なくなり次第終了です）

リョウブの小枝を使った morinos オリジナルのあなただけのこけし作りができます。
顔を描いて、お気に入りの葉っぱを飾ったら完成！とっても簡単です。
葉っぱだけでなく、花や木の実など季節に合わせた自然物を飾るのも面白いですよ。
morinos に遊びに来た思い出として、作ってみませんか？
　開催日：毎週木曜日
　定　員：20組程度
　予　約：不要
　参加費：無料

morinosステッカープレゼント！

ビジター向け記念プログラム

morinosに遊びに来てくれた方に向けた記念プログラムを開催します。
内容はその日になってからのお楽しみ！
ドキドキ、ワクワクしながらmorinosに遊びに来てください。
　開催日：土日祝日
　定　員：20名程度
　予　約：不要
※天候や内容によっては定員が増減する場合がございます。
　ご承知おきください。

小枝でmorinosこけし作り
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く
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な
森
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地域を守り、未来を築く
岐阜県県営林Ｊ－クレジット

県営林整備の増進。企業評価の向上―
岐阜県では、森林吸収系クレジットである「岐阜県県営林
J－クレジット」を販売しています。販売収益は県営林の整
備に役立てられます。購入者はカーボン・オフセット等に利
用でき、環境への貢献などのＣＳＲ効果も期待できます。

※CSRとは：企業活動において、社会的公正や環境などへの配慮を組み
込み、従業員、投資家、地域社会などの利害関係者に対して責任ある行
動をとるとともに、説明責任を果たしていくことを求める考え方

Ｊ－クレジットは何に使える？－
経団連カーボンニュートラル行動計画の目標達成やカーボ
ン・オフセット、地球温暖化対策の推進に関する法律の報
告など様々な用途に活用できます。

Ｊ－クレジットとは―
省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用に
よるCO2等の排出削減量や、適切な森林管理によるCO2

の吸収量を「クレジット」として国が認証する制度です。
本制度は、国により運営されています。

カーボン・オフセットとは―
カーボン・オフセット（carbon offset）とは、自分が出す
CO2をほかの人が削減したCO2で排出量全体、または一
部を穴埋めする制度です。

●販売単価　11,000円／t-CO2（消費税及び地方消費税を含む） ●販売時期　令和７年４月１日～令和８年２月２７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳細は岐阜県公式ホームページよりご確認ください。
●販売数量　最小販売単位は１t-CO2で１t単位での販売 ●購入申込　岐阜県公式ホームページより様式をダウンロードして郵送にて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請してください。

出典：Ｊ－クレジット事務局ＨＰ

販売に関する問い合わせ先　岐阜県林政部森林保全課　ＴＥＬ．０５８ｰ２７２ｰ８５２６　Ｅメール. c11519@pref.gifu.lg.jp
制度に関する問い合わせ先　Ｊ－クレジット事務局　https://japancredit.go.jp/
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現
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木
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観
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す
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）
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２
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従
来
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築
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主
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カ
ス
ケ
ー

ド
利
用
す
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な
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・
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材
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実
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し
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ま
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た

•
エ
ネ
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ギ
ー
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く
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で
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れ
に
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最
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の
保
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作
業
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
利
用
の
み
を
目
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し
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材
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ま
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図
３
）

（
３
）適
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な
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•
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
森
の
適
地
は
傾
斜
が
緩
く

ア
ク
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易
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所
で
す
。
こ
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た

め
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燃
料
材
の
効
率
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機
械
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容
易
な
た
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作
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に
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け
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労
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軽
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で
き
ま
す

•
結
果
と
し
て
、
植
栽
及
び
保
育
経
費
の
削

減
が
可
能
と
な
り
ま
す

な
ら
ず
新
た
に
一
本
の
木
を
全
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
利
用

•
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
需
要
の
変
化
に
柔
軟
か

つ
迅
速
に
対
応
し
た
木
材
の
効
率
的
な
供

給
•
生
産
コ
ス
ト
・
販
売
単
価
に
見
合
っ
た
森

林
所
有
者
に
対
す
る
利
益
還
元

（
３
）目
標

　

2
0
5
0
年
燃
料
材
生
産
量
：
30
万
㎥
／
年

※
2
0
2
4
年（
R
５
）実
績
：
19
万
㎥
／
年

（
４
）進
め
方

◆
第
１
段
階
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
森
へ
の
転
換

　

獣
害
を
受
け
た
人
工
林
や
手
入
れ
不
足
の

　

県
で
は
、
令
和
７
年
３
月
に「
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
森
づ
く
り
の
方
針
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
方
針
に
お
け
る
目
指
す

べ
き
姿
と
取
組
み
手
法
に
つ
い
て
の
概
要
、

現
在
の
取
組
み
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１ 

取
組
み
の
背
景

　

人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ
る
新
設
住
宅

着
工
戸
数
の
減
少
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

の
増
加
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、

住
宅
部
材
の
供
給
だ
け
で
な
い
森
林
・
林
業

の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
林
業
の「
省
人
・
省
力
化
」

や「
低
コ
ス
ト
化
」を
実
現
す
る
新
し
い
林
業

へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
県
で
は
、
新
た
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
森
づ
く
り
に
つ
い
て
も

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

２ 

基
本
的
な
考
え
方

（
１
）目
指
す
べ
き
将
来
の
姿

　

木
材
需
要
の
見
通
し
に
応
じ
た
柔
軟
な
森

づ
く
り

（
２
）基
本
方
針

•
木
材
の
カ
ス
ケ
ー
ド（
多
段
階
）利
用
の
み

広
葉
樹
林
な
ど
を
皆
伐
し
、
萌
芽
更
新
ま
た

は
燃
料
材
に
適
し
た
樹
種（
萌
芽
更
新
可
能
な

生
長
の
早
い
樹
種
）を
植
栽
し
ま
す
。

◆
第
２
段
階
：
森
の
循
環
利
用

　

概
ね
20
年
を
目
途
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
森
を

成
林
さ
せ
、
皆
伐
後
は
原
則
と
し
て
萌
芽
更

新
に
よ
る
再
生
を
行
い
、
収
穫
を
繰
り
返
し

ま
す
。

３ 
取
組
み
概
要

（
１
）対
象
地
の
選
定

•
路
網
か
ら
近
く
、
傾
斜
の
緩
い
木
材
生
産

に
適
し
た
区
域
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
森
の
候

補
と
し
ま
す
。
ま
た
、
遊
休
農
地
と
の
連

携
も
検
討
し
ま
す（
図
１
）

•
森
林
所
有
者
等
の
意
向
に
よ
り
、
従
来
の

建
築
用
材
の
生
産
と
す
み
分
け
を
行
い
ま

す

【図１】遊休農地とエネルギーの森の連携
農地が森林化し、境界があいまいになっている箇所のうち、
市町村の農業委員会が非農地判断をした地域について、
税制等の課題も踏まえつつエネルギーの森としての利用を
検討します。

【図２】エネルギーの森適地のイメージ

【図３】エネルギーの森づくりにおける木材生産
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地域を守り、未来を築く
岐阜県県営林Ｊ－クレジット

県営林整備の増進。企業評価の向上―
岐阜県では、森林吸収系クレジットである「岐阜県県営林
J－クレジット」を販売しています。販売収益は県営林の整
備に役立てられます。購入者はカーボン・オフセット等に利
用でき、環境への貢献などのＣＳＲ効果も期待できます。

※CSRとは：企業活動において、社会的公正や環境などへの配慮を組み
込み、従業員、投資家、地域社会などの利害関係者に対して責任ある行
動をとるとともに、説明責任を果たしていくことを求める考え方

Ｊ－クレジットは何に使える？－
経団連カーボンニュートラル行動計画の目標達成やカーボ
ン・オフセット、地球温暖化対策の推進に関する法律の報
告など様々な用途に活用できます。

Ｊ－クレジットとは―
省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用に
よるCO2等の排出削減量や、適切な森林管理によるCO2

の吸収量を「クレジット」として国が認証する制度です。
本制度は、国により運営されています。

カーボン・オフセットとは―
カーボン・オフセット（carbon offset）とは、自分が出す
CO2をほかの人が削減したCO2で排出量全体、または一
部を穴埋めする制度です。

●販売単価　11,000円／t-CO2（消費税及び地方消費税を含む） ●販売時期　令和７年４月１日～令和８年２月２７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳細は岐阜県公式ホームページよりご確認ください。
●販売数量　最小販売単位は１t-CO2で１t単位での販売 ●購入申込　岐阜県公式ホームページより様式をダウンロードして郵送にて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請してください。

出典：Ｊ－クレジット事務局ＨＰ

販売に関する問い合わせ先　岐阜県林政部森林保全課　ＴＥＬ．０５８ｰ２７２ｰ８５２６　Ｅメール. c11519@pref.gifu.lg.jp
制度に関する問い合わせ先　Ｊ－クレジット事務局　https://japancredit.go.jp/

　

本
事
業
は
、
早
生
樹
の
効
率
的
な
育
成
方

法
の
実
証
を
行
う
た
め
の
も
の
で
、
３
年
後

の
燃
料
材
の
試
験
供
給
を
目
指
し
て
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す（
写
真
１
）。

②
未
利
用
資
源
の
混
合
利
用
促
進

　

民
間
事
業
者
１
者
が
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
に
お
け
る
柿
剪
定
枝
や
廃
菌
床
等
未
利

用
資
源
と
木
質
チ
ッ
プ
に
よ
る
混
合
燃
焼
の

効
果
検
証
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
２
）エ
ネ
ル
ギ
ー
の
森
整
備
支
援
事
業

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
森
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
行
う
前
生
樹
の
伐
採
搬
出
を
支
援
す
る
事

業
で
、
今
年
度
は
民
間
事
業
者
５
者
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
森
づ
く
り
の
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。

６ 

今
後
に
向
け
て

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
森
づ
く
り
は
、
全
国
的
に

見
て
も
植
栽
・
保
育
管
理
の
容
易
さ
や
生
長

速
度
の
大
き
さ
か
ら
、
農
地
等
平
坦
地
に
お

け
る
取
組
み
が
先
行
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
森
づ
く
り
を
取
り

組
む
に
あ
た
っ
て
は
、
採
算
性
の
確
保
だ
け

で
は
な
く
、
事
業
地
の
肥
沃
度
や
水
分
条
件

を
把
握
し
、
ま
た
特
に
郷
土
樹
種
以
外
の
早

生
樹
を
植
栽
す
る
場
合
は
、
市
町
村
や
林
業

普
及
指
導
員
に
相
談
を
行
っ
た
上
で
、
慎
重

に
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４ 
期
待
さ
れ
る
効
果

•
生
長
速
度
が
大
き
い
こ
と
に
よ
る
保
育
コ

ス
ト
の
軽
減
、
萌
芽
更
新
に
よ
る
再
造
林

経
費
の
圧
縮
に
よ
り
、
森
林
所
有
者
の
不

安（
＝
次
世
代
の
負
担
）を
解
消
で
き
ま
す

•「
省
人
・
省
力
化
」「
低
コ
ス
ト
」を
実
現
す

る「
粗
放
型
林
業
」に
よ
り
、
持
続
可
能
な

林
業
経
営
が
実
現
で
き
ま
す

•
結
果
と
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

や
熱
利
用
施
設
へ
の
燃
料
材
の
安
定
供
給

が
可
能
と
な
り
ま
す

５ 

令
和
７
年
度
の
取
組
み
状
況

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
森
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
今
年
度
か
ら
２
つ
の
事
業
を
新
設

し
ま
し
た
。

（
１
）エ
ネ
ル
ギ
ー
の
森
実
証
支
援
事
業

①
バ
イ
オ
燃
料
等
製
造
に
係
る
資
源

　

作
物
の
栽
培
実
証

　

民
間
事
業
者
２
者
が
キ
リ
、
ユ
ー
カ
リ
、

ア
オ
ギ
リ
等
の
栽
培
実
証
を
進
め
る
た
め
、

今
春
、
農
地
に
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。【写真１】植栽前のユーカリ（手前）とキリの苗木（奥）

※R7エネルギーの森実証支援事業の取組み状況
　（実証事業地＝山県市）

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
T
E
L 

0
5
8

－

2
7
2

－

8
4
9
1

森
林
経
営
課
　
林
業
改
革
室
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
係
ま
で
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☆ぎふ木遊館公式Instagramのご紹介☆
　ぎふ木遊館で行われる木育プログラムやイベント情報、館内の様子や木のおもちゃの話等を公式
Instagramにて発信しています！
　まだ来館したことない方も当館の様子がわかりますので、ぜひチェックして、フォローをお願いします。

6月10日（火）にぎふ木遊館の入館者が20万人を達成し、記念セレモニーを開催しました。
記念すべき20万人目の入館者は、岐阜市在住の福島さん親子で、久松一男林政部長から認定証、竹下景子名誉

館長から記念品の「つみぼぼ」という木のおもちゃを贈呈しました。また、当日入館されたすべての子どもたちにも
つみぼぼと無料招待券をプレゼントしました。

セレモニー内で竹下名誉館長から「私たちは、みんな心の中に『森』をもっていて、ぎふ木遊館での体験がみなさ
んの『心の森』をすくすくと育てるお手伝いになれば幸いです。」とお話がありました。これからもご利用される皆様
の心の森が育まれるよう、ぎふ木遊館では学びを育てるお手伝いをさせていただきます。

セレモニーの後は、竹下名誉館長による絵本の読み聞かせ会を開催しました。子どもたちは竹下名誉館長の身振
り手振りを真似して楽しみ、表情豊かな紡ぐ言葉ひとつひとつに参加者の皆様は心を奪われたようです。

今後さらに 50 万人、100 万人と、多くの皆様にお越しいただき楽しんでいただけるよう取り組んでまいります
ので、職員一同皆様のご来館を心よりお待ちしております。

＜入館者が20万人を達成しました！＞

5月31日（土）に実施した、太平洋工業（株）の社員とそのご家族を対象とした「ぎふ木育体験」の様子を紹介します。
太平洋工業（株）は、生物多様性保全に取り組んでおり、企業の森「太平洋里山の森」において植林活動や森林保

全活動を継続的に行っています。また、令和５年度から当館で木に触れて森に親しむ「ぎふ木育体験」を実施してい
ます。

当日は、木育ひろばにて大型木製遊具や木のおもちゃを使って親
子で遊んでいただきました。また、希望者は木工室で木育プログラム

「木製三両編成　列車を組み立てよう」「木のアクセサリーづくり」を
それぞれ体験しました。参加した子ども達全員に「ぎふ木育クイズラ
リー」にチャレンジしていただき、ぎふ木遊館にある木のおもちゃに
使われている木の種類等について学んでいただきました。

参加者の皆様には、企業の森等での森林保全活動において、当館
での体験を胸に森林についての学びや経験をさらに深めていただけ
たらと思います。

＜太平洋工業（株）と連携したぎふ木育体験イベントを実施しました＞

太平洋工業(株)の社員とご家族の皆様

全員で記念撮影

プレゼントを受け取る入館者竹下名誉館長による絵本の読み聞かせ

だるまさんと / ブロンズ新社
作：かがくい　ひろし

県では、「ぎふ木育」を全県展開するため、１０箇所の農林事務所ごとに、地域で活動する木育関係者の交流会や、行
政と意見交換する連絡会議を開催しています。その開催状況や、地域でぎふ木育を進めるキーパーソンを紹介していま
す。今号は飛騨地域です。

ぎふ木育全県展開

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8821 森林活用推進課 木育推進係まで

臼田 陽子さん（森とひとと木　代表）

7
～飛騨地域～

どのような活動をしていらっしゃいますか？Q

飛騨地域のキーパーソン

飛騨地域交流会・連絡会議を開催

　飛騨地域を拠点に、木や森に親しむ体験プログラムやイ
ベントを通して、自然への愛着や、森に育まれたこの地域の
文化への関心を育む活動を行っています。 また、心身の健
康維持・増進を目的とした「森林浴」事業では、主に都市部
の大人の方を対象に、五感で森と向き合うゆったりとした時
間を提供し、この地域の森の魅力を伝えています。

活動するうえで大事にしていることは何ですか？Q
　自然の中での小さな発見、誰かの心がふと動く瞬間を、
見逃さず寄り添える存在でありたいと思っています。そのた
めに、私自身の感性も磨き続けたいと考えています。そして、
今の私たちの自然へのまなざしや関わり方が、これからの
森を形づくり、その意識を持つ人が、少しずつでも増えてい
くことを願いながら活動しています。

　令和6年11月にオープンした『ひだ木遊館 木っずテラス』で
交流会・連絡会議を開催しました。
　交流会では、ぎふ木育指導員・サポーター、地域活動団体、緑
と水の子ども会議の講師に声かけをし、２３名で飛騨ならではの
木育について語り合いました。
　連絡会議では、「木育」という言葉に対して、教育的なイメージ
にとどまる認識が多く見受けられました。 飛騨においては「木育
＝暮らしそのものである」こと、企業・産業界にも「木育」を浸
透させ「木育」をブランド化してはどうか、という意見があがりま
した。

「ぎふ木育」を飛騨地域で推進するうえで必要なことは何だと思いますか？Q
　森と共に生き、地域ごとに育まれてきた文化や暮らしこそが、ぎふ木育の土台であると考えます。森や木は
単なる教材ではなく人の営みに深く根ざした存在です。その「本物」を伝えるには、生業として森と関わる人々
を、次世代育成の担い手として木育にどう巻き込むかが鍵だと考えます。
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県では、「ぎふ木育」を全県展開するため、１０箇所の農林事務所ごとに、地域で活動する木育関係者の交流会や、行
政と意見交換する連絡会議を開催しています。その開催状況や、地域でぎふ木育を進めるキーパーソンを紹介していま
す。今号は飛騨地域です。

ぎふ木育全県展開

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8821 森林活用推進課 木育推進係まで

臼田 陽子さん（森とひとと木　代表）

7
～飛騨地域～

どのような活動をしていらっしゃいますか？Q

飛騨地域のキーパーソン

飛騨地域交流会・連絡会議を開催

　飛騨地域を拠点に、木や森に親しむ体験プログラムやイ
ベントを通して、自然への愛着や、森に育まれたこの地域の
文化への関心を育む活動を行っています。 また、心身の健
康維持・増進を目的とした「森林浴」事業では、主に都市部
の大人の方を対象に、五感で森と向き合うゆったりとした時
間を提供し、この地域の森の魅力を伝えています。

活動するうえで大事にしていることは何ですか？Q
　自然の中での小さな発見、誰かの心がふと動く瞬間を、
見逃さず寄り添える存在でありたいと思っています。そのた
めに、私自身の感性も磨き続けたいと考えています。そして、
今の私たちの自然へのまなざしや関わり方が、これからの
森を形づくり、その意識を持つ人が、少しずつでも増えてい
くことを願いながら活動しています。

　令和6年11月にオープンした『ひだ木遊館 木っずテラス』で
交流会・連絡会議を開催しました。
　交流会では、ぎふ木育指導員・サポーター、地域活動団体、緑
と水の子ども会議の講師に声かけをし、２３名で飛騨ならではの
木育について語り合いました。
　連絡会議では、「木育」という言葉に対して、教育的なイメージ
にとどまる認識が多く見受けられました。 飛騨においては「木育
＝暮らしそのものである」こと、企業・産業界にも「木育」を浸
透させ「木育」をブランド化してはどうか、という意見があがりま
した。

「ぎふ木育」を飛騨地域で推進するうえで必要なことは何だと思いますか？Q
　森と共に生き、地域ごとに育まれてきた文化や暮らしこそが、ぎふ木育の土台であると考えます。森や木は
単なる教材ではなく人の営みに深く根ざした存在です。その「本物」を伝えるには、生業として森と関わる人々
を、次世代育成の担い手として木育にどう巻き込むかが鍵だと考えます。
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セ
メ
ン
ト
安
定
処
理
工
法
に
対
す
る
一
考
察

可
茂
農
林
事
務
所
（
前
所
属　
恵
那
農
林
事
務
所
）　
村
橋 

卓
也

　
概　
要

恵
那
農
林
事
務
所
で
は
、
恵
那
市
上
矢

作
町
地
内
に
お
い
て
、
林
業
専
用
道
船
岩
線

（
L
=2.5
㎞
）
を
、
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
9

年
度
ま
で
の
11
年
計
画
で
開
設
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

事
業
の
進
捗
、
実
績
を
見
ま
す
と
、
当
初

の
全
体
計
画
と
比
較
し
て
、
開
設
単
価
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
コ
ス
ト
縮
減
が
課
題

と
な
り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
選
択
肢
の
中
か

ら
路
盤
工
に
焦
点
を
絞
り
、
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
路
面
浸
食
対
策

林
業
専
用
道
作
設
指
針
で
は
、【
縦
断
勾

配
】
に
つ
い
て
路
面
浸
食
を
防
止
す
る
た
め

で
き
る
限
り
緩
勾
配
と
し
、
原
則
と
し
て

７
％
以
下
と
す
る
と
あ
り
、【
路
面
】
に
つ
い

て
も
縦
断
勾
配
が
７
％
を
超
え
る
場
合
は
路

面
浸
食
を
防
止
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
設
計
基
準
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

船
岩
線
の
縦
断
勾
配
７
％
以
上
の
区
間
が

全
体
延
長
の
半
分
以
上
を
占
め
、
更
に
当
地

域
の
土
質
が
、
水
に
弱
い
花
崗
岩
の
風
化
し

た
マ
サ
土
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
路
面
浸
食
が

懸
念
さ
れ
、
令
和
４
年
度
ま
で
の
路
面
対
策

と
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
路
面
工
で
対
応
し

て
き
ま
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
路
面
工
は
厚

さ
15
㎝
で
強
固
な
路
盤
と
な
る
反
面
、
１
ｍ

当
た
り
施
工
単
価
は
20
千
円
を
超
え
事
業
費

を
圧
迫
し
て
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
当
時
ま
で
の
全
体
計
画
の
進

捗
率
は
、
延
長
で
50
％
程
度
と
工
事
費
増
加

に
よ
り
遅
れ
が
生
じ
て
き
て
い
る
な
か
、
コ

ス
ト
縮
減
を
図
る
た
め
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

路
面
工
に
代
わ
る
工
法
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
セ
メ
ン
ト
安
定
処
理
工
法 

今
回
紹
介
す
る
セ
メ
ン
ト
安
定
処
理
工

は
、
本
来
建
設
発
生
土
の
う
ち
、
そ
の
ま
ま

で
は
使
用
で
き
な
い
不
良
土
の
盛
土
材
改
良

に
採
用
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
令
和
５
年
度

か
ら
路
面
工
と
し
て
の
採
用
を
検
討
し
ま
し

た
。
費
用
を
試
算
し
た
結
果
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
路
面
工
は
㎡
当
た
り
6
，
4
1
8
円
に
対

し
て
セ
メ
ン
ト
安
定
処
理
工
は
8
4
2
円
と

安
価
に
施
工
が
で
き
ま
す
。
令
和
6
年
度
か

ら
の
開
設
残
延
長
9
3
0
ｍ
の
う
ち
、
縦
断

勾
配
7
％
以
上
の
区
間
5
7
0
ｍ
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
路
面
工
か
ら
セ
メ
ン
ト
安
定
処
理
工

に
変
更
し
た
場
合
、
事
業
費
の
削
減
効
果
は

１
１
，
4
4
0
千
円
に
な
り
ま
す
。

路
盤
工
対
策
と
し
て
、
そ
の
他
の
工
法
と

も
比
較
検
討
し
た
結
果
、
セ
メ
ン
ト
安
定
処

理
工
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

セ
メ
ン
ト
安
定
処
理
工
は
、
改
良
路
盤
厚

さ
に
対
し
て
固
化
材
の
添
加
量
の
設
定
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

改
良
厚
さ
に
つ
い
て
は
、
林
道
技
術
基
準

を
参
考
に
、
標
準
値
の
20
㎝
、
固
化
材
の
添

加
量
に
つ
い
て
は
、
道
路
土
工
盛
土
工
指
針

の
記
載
を
参
考
に
、
m3
当
た
り
60
㎏
と
し
ま

し
た
。
固
化
材
は
特
殊
土
用
を
用
い
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
施
工
順
序

施
工
に
関
し
て
は
、
前
述
の
と
お
り

１
０
０
㎡
当
た
り
添
加
量
と
改
良
路
盤
厚
さ

を
管
理
し
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。
手
順
と
し

て
は
、
①
路
盤
工
完
成
計
画
高
ま
で
の
路
面

整
形　

②
固
化
材
の
散
布　

③
路
盤
と
固
化

材
の
攪
拌　

④
転
圧　

⑤
養
生　

と
な
り
ま

す
。
ま
た
環
境
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
、

六
価
ク
ロ
ム
溶
出
試
験
を
実
施
し
基
準
値
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
進
め
ま

し
た
。

　
実
際
の
施
工

路
盤
と
固
化
材
の
攪
拌
作
業
は
バ
ッ
ク
ホ

ウ
の
ス
ケ
ル
ト
ン
バ
ケ
ッ
ト
で
行
い
ま
し
た
。

路面水により上置き路盤が洗掘され、
基面のマサ土が露出している状況

散布された固化材をスケルトン
バケットにより攪拌する様子
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バ
ケ
ッ
ト
の
爪
先
が
22
㎝
あ
り
、
こ
れ
を
設

計
攪
拌
厚
さ
の
20
㎝
を
掘
る
目
安
と
し
て
掘

り
下
げ
を
行
い
ま
し
た
。

転
圧
は
、
初
期
転
圧
に
振
動
ロ
ー
ラ
ー
、

基
準
高
の
管
理
を
進
め
な
が
ら
タ
イ
ヤ
ロ
ー

ラ
ー
で
二
次
転
圧
を
行
い
ま
す
。
延
長
約
20

ｍ
を
１
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
固
化
材
散
布
、

攪
拌
、
転
圧
の
繰
り
返
し
作
業
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
工
事
で
約
９
０
０
㎡
の
セ
メ
ン
ト

安
定
処
理
工
を
施
工
し
ま
し
た
が
、
実
際
の

施
工
体
制
と
し
て
は
、
世
話
役
１
名
、
重
機

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
1
名
と
そ
の
他
１
名
の
3
人

体
制
で
、
5
日
間
で
施
工
完
了
と
な
り
ま
し

た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
路
面
工
の
施
工
実
態
と

比
較
し
、１
日
当
た
り
施
工
延
長
が
コ
ン
ク
ー

ト
路
面
工
の
場
合
16
ｍ
に
対
し
、
セ
メ
ン
ト

安
定
処
理
工
は
37
ｍ
施
工
が
可
能
で
、
交
通

開
放
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
路
面
工
は
２
日
以
上

か
か
る
の
に
対
し
て
セ
メ
ン
ト
安
定
処
理
工

は
翌
日
に
交
通
開
放
が
可
能
で
、
工
期
短
縮

に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

ま
た
現
場
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
セ
メ
ン

ト
安
定
処
理
工
は
主
に
機
械
施
工
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
作
業
員
の
労
力
が
軽
減
さ
れ
た
と

い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

品
質
管
理
に
つ
い
て
は
、
品
質
管
理
基
準

の
「
セ
メ
ン
ト
安
定
処
理
路
盤
」、
種
別
「
施

工
」
に
よ
り
現
場
密
度
の
測
定
を
行
い
、
規

格
値
が
最
大
乾
燥
密
度
95.5
％
の
と
こ
ろ
、
測

定
結
果
は
96.2
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
現
場
状
況

現
在
の
状
況
と
し
て
は
、
一
般
車
両
の
通

行
や
森
林
施
業
の
た
め
使
用
す
る
ほ
か
、
先

線
で
令
和
６
年
度
の
工
事
を
実
施
し
て
お

り
、
重
機
等
や
土
砂
運
搬
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

前
述
の
と
お
り
の
添
加
量
で
施
工
し
た
今

回
の
施
工
が
ど
の
よ
う
な
経
年
変
化
、
使
用

に
よ
る
摩
耗
や
損
傷
を
示
す
の
か
観
察
し
て

い
る
状
況
で
す
。

現
時
点
で
は
、
セ
メ
ン
ト
安
定
処
理
工
を

施
工
し
た
箇
所
に
お
け
る
、
路
面
水
に
よ
る

洗
掘
や
著
し
い
轍
の
発
生
箇
所
は
見
当
た
ら

ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
路
面
工
と
比
較
し
て
も

劣
ら
な
い
走
行
性
が
確
保
で
き
て
い
ま
す
。

　
評
価
結
果

林
業
専
用
道
の
急
勾
配
箇
所
で
の
路
面
浸

食
防
止
対
策
と
し
て
セ
メ
ン
ト
安
定
処
理
工

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
前
述
の
よ
う
な
結
果

か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
評
価
と
し
ま
し
た
。

①
走
行
性
→
〇

②
経
済
性
→
◎

③
施
工
性
→
○

④
供
用
後
の
耐
久
性
→
今
後
検
証

⑤
設
計
の
妥
当
性
→
路
面
水
の
影
響
を
受

け
る
箇
所
へ
の
施
工
は
有
効

　
今
後
の
取
り
組
み

林
業
専
用
道
の
性
格
か
ら
言
え
ば
、
費
や

す
費
用
は
必
要
最
小
限
と
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
。今

回
の
施
工
結
果
に
よ
り
低
コ
ス
ト
化
に

は
効
果
が
あ
り
、
一
定
の
実
用
性
も
得
ら
れ

ま
し
た
が
、
今
後
の
経
年
変
化
や
維
持
管
理

費
用
に
つ
い
て
は
未
知
数
で
す
。

今
回
の
施
工
の
結
果
、
今
後
の
検
証
結
果

に
つ
い
て
は
広
く
展
開
し
、
林
道
事
業
の
み

な
ら
ず
造
林
作
業
道
や
林
業
専
用
道
規
格
相

当
等
の
適
切
な
路
網
整
備
の
推
進
の
た
め
、

セ
メ
ン
ト
安
定
処
理
工
の
路
盤
工
へ
の
活
用

の
是
非
に
つ
い
て
の
議
論
に
繋
が
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

タイヤローラーによる二次転圧

セメント安定処理施工後 ６ケ月経過セメント安定処理施工後 1年経過

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
T
E
L 

０
５
７
３

－

２
６

－

１
１
１
１恵

那
農
林
事
務
所
ま
で
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地域森林管理支援センター　副センター長　小島 徳文

森林環境譲与税のお悩み相談は、
地域森林管理支援センターへ 

―「備えあれば憂い無し」課題解決型職員研修を開催―

第10弾

「地域森林管理支援センター」まで
TEL：058-201-5013  FAX:058-275-4398 E-mail：f-shien@g-moriren.or.jp
〒500-8356  岐阜市六条江東２丁目５番６号　岐阜県森林組合連合会内

森林経営管理制度や

森林環境譲与税に関する

お悩み相談は？

研修風景

 昨年来、価格高騰が続いていたお米ですが、農林水産大臣が小泉進次郎氏に交代し、備蓄米の放出方法が見
直されたことにより、徐々に価格が落ち着きを見せています。
　さて、地域森林管理支援センターでは、昨年度より開始した「市町村における課題解決のための意見交換
会」を、6月13日（金）に開催しました。
　意見交換会の開催にあたっては、①各市町村から事前に課題を提出いただくこと、②提出された課題を項目
別に整理し、対応状況等を含めて各市町村の意見を取りまとめること、③当日の会議に出席し、課題について
議論を行うこと、の３段階の準備が必要となります。市町村の林務担当職員の皆様のご協力が不可欠であり、
心より感謝申し上げます。
　当日は、担当者の異動による交代も踏まえ、昨年度に整理した課題の検討結果について内容の確認と修正を
行いました。また、令和5年度に当センターで取りまとめた「境界明確に関する検討結果」についても説明を行
いました。
　午後からは、農林事務所の担当係長を含む24名の参加者により、今年度の課題について活発な意見交換が行
われました。主な議題は以下の通りです。

１．全体的な課題
　森林環境譲与税の適切な活用と監査への対応 職員の兼務による業務遂行の限界
　限界集落における経営管理権設定の困難さ 経営管理制度の専門事業者への委託
　共有者不明森林における経営管理権設定要件の緩和 意向調査業務の委託先事業体の選定
　意向調査・境界明確後の森林整備までの期間の不確定性 意向調査地区の選定基準

２．意向調査に関する課題
　意向調査後に設定された面積と実際の間伐面積の乖離 共有林での意向調査の実施方法
　意向調査委託業務の積算根拠・標準歩掛 林地台帳の更新頻度と更新費用の財源確保
　特例措置の公告までの所有者探索の困難さ 法定相続人が多数いる場合の対応方法
　公園など特別な森林に限定される特例措置の活用制限 所有者探索の手順と効率化
　当年度内に回答が得られず、次年度以降に回答があった場合の対応 回答率の向上策

　今回の意見交換会を通じて、各市町村の担当者の皆様が自ら
の業務の進め方を整理する一助となったのではないかと考えて
います。
　今回の内容を整理・ファイリングし、過年度の資料と併せて
順次整備していくことで、森林経営管理制度の円滑な推進につ
ながるものと期待しています。
　当センターでは、今後も市町村担当者の皆様の課題解決に向
けて、力添えできるよう取り組んでまいります。お困りのこと
がございましたら、どうぞお気軽にご相談ください。
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　手入れの行き届かない森林の整備や担い手の育成などの取組みを進めるための財源として、国から県
や市町村へ森林環境譲与税が配分されています。このコーナーでは、県内市町村による森林環境譲与税
の活用事例について連載で紹介します。

役立っています！“森林環境譲与税”
シリーズ

6

 高山市―千代田区との森林整備推進のための普及啓発事業―

お問い合わせ

取組みの背景

事業内容

取組みの効果

森林環境譲与税について： 岐阜県森林活用推進課　森林吸収源対策室　森林吸収源対策係 TEL:058-272-8821
高山市の取組みについて： 高山市役所　森林・環境政策部　森林政策課 TEL:0577-32-3333

　高山市では東京都千代田区と森林整備協定を平成２４年度に締結し、千代田区の区有施設のゼロカーボン達成に
向け、市有林の共同整備を実施し、そこで吸収されたＣＯ２吸収量を活用したカーボ
ン・オフセットに取り組んでいます。令和６年度からは、それぞれの住民が一緒に
環境学習できるイベントを共催により実施しています。

　令和６年７月１２日、共同で整備している市有林において小中学生の親子６０人
（千代田区３５人、高山市２５人）が参加し、午前は伐採の見学、枝払いなどの林業
体験、午後は伐採した丸太を使用したグリーンウッドワークによる木工体験を行い
ました。

　千代田区、本市ともに募集定員以上の申込があったことや、「伐採した丸太でも
のづくりをすることで、森や木材を身近に感じることができた。」など参加者の評価
も高かったことから、今年も８月にイベントを実施することになっており、森林整備
への意識向上と、自治体間の交流が進んでいます。

【林政課】　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111 内線（4317） 森林計画係まで

100年の森林づくり計画（森林配置計画）について

　森林配置計画とは、１００年先の望ましい森林の配置を見直すため、気候や地形、法規制等の諸条件を踏まえたうえで、県内すべて
の民有林を以下４種類の将来目標区分に設定（森林配置）するものです。
　①：「木材生産林」（主たる目的が木材の生産である森林）
　②：「環境保全林」（水源涵養など公益的機能の高度な発揮を期待する森林）
　③：「観光景観林」（観光道路から眺望でき景観的価値が高い森林）
　④：「生活保全林」（集落や生活道路に隣接し住民生活を守るための森林）
　将来目標区分は、県内民有林すべてを①・②のいずれかに設定したうえで、地域の特色や実情に合わせて、③・④を①・②に重複し
て設定しています。なお、設定は市町村ごとに開催される地域検討会において、合意形成を経たうえで行われます。
　令和３年度末には①・②の設定率が１００％となり、１００年先の望ましい森林の姿が明確となりました。今後は、毎年度将来目標区
分が適切であるか見直すとともに、それぞれの区分にふさわしい森林づくりを促進していきます。

図　木材生産林と環境保全林の設定割合
　　（令和６年度末時点）

木材生産林
30.2%

環境保全林
69.8%

岐阜県の民有林
68.4万ha

（未立木地等を含む）

※③、④は①または②に重複する。

表　将来目標区分別の面積（令和６年度末時点）

将来目標区分
①木材生産林

②環境保全林

合計（①+②）
③観光景観林

④生活保全林

面　積
206,437ha

477,589ha

684,026ha

55,661ha

22,499ha

かん
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106

伊
勢
神
宮

　式
年
遷
宮
特
集

　
　

  

〜
御
神
木
に
つ
い
て
〜

国有林の現場から

（
※
）化
粧
が
け
の
方
法

　

伐
採
し
た
木
材
の
表
面
か
ら
余
分
な
樹

皮
を
取
り
除
き
、
元
と
先
の
部
分
を
頭
巾

巻
き
と
呼
ば
れ
る
技
法
で
丸
め
ま
す（
単
に

丸
く
削
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

こ
の
御
神
木
に
対
し
て
は
菊
の
御
紋
章
を

型
取
り
、
南
面
を
中
心
部
に
16
面
に
カ
ッ

ト
さ
れ
て
い
ま
す
）。
そ
の
後
、
利
用
さ
れ

る
場
所
な
ど
の
墨
入
れ
を
行
い
、
木
材
を

傷
め
な
い
様
に
皮
付
き
部
へ
は
畳
表（
い
ご

ざ
）を
巻
き
厳
重
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
末
口（
梢
側
）部
分
に
は
目
戸
穴

と
呼
ば
れ
る
９
㎝
四
角
の
穴
が
あ
け
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
昔
は
、
全
て
が
人

力
の
み
で
の
作
業
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ

へ
綱
を
通
し
て
木
材
を
引
っ
張
り
出
し
た

り
し
た
時
に
使
用
さ
れ
た
も
の
の
名
残
で

現
在
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

と
（
御
樋
代
木
と
し
て
使
わ
れ
る
御
用

材
が
こ
の
寸
法
の
た
め
、
実
際
に
は
頭

巾
巻
き
（
と
き
ん
ま
き
）
、
目
戸
穴
の

部
分
も
含
め
６
・
６
ｍ
が
必
要
と
な
り

ま
す
）

・
節
が
な
く
、
空
洞
が
な
い
も
の
。

・
内
宮
用
、
外
宮
用
の
２
本
の
立
木
を
伐

採
し
た
際
、
こ
の
２
本
が
襷
掛
け
の
状

態
に
で
き
る
距
離
に
あ
る
も
の
。

　

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

古
い
書
物
に
は
、
こ
の「
御
杣
始
祭
」の

際
、
伐
採
し
た
ヒ
ノ
キ
の
中
心
部
が
腐
り

空
洞
化
し
て
い
た
場
合
、
こ
の
ヒ
ノ
キ
を

選
木（
山
の
中
か
ら
こ
の
御
神
木
を
選
ぶ
こ

と
）し
た
人
は
、
打
ち
首
と
な
っ
た
と
も
書

か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
携
わ
る
方

は
正
に
命
が
け
で
選
木
に
当
た
っ
て
い
た

と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
要
件
の
中
に
は
書
か
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
こ
の
お
祭
り
に
は
数
百
人
の
参

列
者
の
方
々
が
見
守
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
方
々
が
見
守
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
、

林
道
等
か
ら
あ
ま
り
遠
く
な
い
場
所
を
選

択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
奥
山
へ
行
け

ば
、
上
記
の
候
補
木
は
そ
れ
な
り
に
見
つ

か
り
ま
す
が
、
実
は
こ
れ
に
合
致
す
る
場

所
を
探
し
出
す
こ
と
が
一
番
大
変
な
作
業

　
「
御
杣
始
祭（
み
そ
ま
は
じ
め
さ
い
）」が

６
月
３
日
に
長
野
県
上
松
町
、
６
月
５
日

に
中
津
川
市
加
子
母
に
お
い
て
同
様
に「
裏

木
曾
御
用
材
伐
採
式
」が
行
わ
れ
、
そ
の

お
祭
り
で
は
、
式
年
遷
宮
で
も
最
も
重
要

な
御
用
材
で
あ
る「
御
樋
代
木（
み
ひ
し
ろ

ぎ
）」と
呼
ば
れ
る「
遷
御
の
儀（
御
神
体
を

新
し
い
正
殿
へ
移
す
儀
式
）」の
際
に
御
神

体
を
お
納
め
す
る
器
と
な
る
も
の
で
、
内

宮
用
、
外
宮
用
が
そ
れ
ぞ
れ
１
本
ず
つ
長

野
県
上
松
町
、
岐
阜
県
中
津
川
市
の
２
か

所
よ
り
伐
採
・
搬
出
さ
れ
ま
す
。
と
、
前
回
、

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
第
63
回
伊
勢
神
宮　

式
年
遷
宮

に
係
る
御
神
木
も
関
係
者
の
ご
努
力
に
よ

り
無
事
に
中
津
川
市
よ
り
伊
勢
市
に
向
け

て
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
時
伐
採
さ
れ
る
ヒ
ノ
キ
に
つ
い
て

も
、
単
に
太
く
て
大
き
れ
ば
良
い
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
神
宮
で
古
く
か
ら
伝
え

ら
れ
て
い
る
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

・
御
杣
山
の
南
面
に
生
育
し
て
い
る
も
の

で
、
小
川
で
区
画
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

清
浄
に
保
た
れ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
。

・
長
さ
５
・
４
ｍ
で
、
そ
の
先
の
直
径
が

46
㎝
の
木
材
を
採
る
こ
と
が
可
能
な
こ

と
な
り
ま
す
）。

　

こ
う
し
て
伐
採
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
は
、
綺

麗
に
化
粧
が
け（
※
）さ
れ
た
後
、
中
津
川

市
よ
り
伊
勢
神
宮
に
ゆ
か
り
の
あ
る
瑞
浪

市
、
八
百
津
町
、
美
濃
加
茂
市
、
岐
阜
市（
伊

奈
波
神
社
）、
垂
井
町（
南
宮
大
社
）、
海
津

市（
今
尾
神
社
）な
ど
の
市
町
を
経
由
し
た

後
、
桑
名
市（
三
重
県
）に
お
い
て
、
長
野

県
上
松
町
か
ら
同
様
に
犬
山
市（
愛
知
県
）、

一
宮
市（
愛
知
県
）な
ど
を
経
由
し
て
き
た

御
神
木
と
合
流
し
最
終
目
的
地
で
あ
る
伊

勢
へ
向
け
て
運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。

　

御
神
木
が
立
ち
寄
る
先
々
で
は
多
く
の

市
民
の
皆
様
に
歓
迎
さ
れ
る
様
子
は
、
こ

の
御
神
木
を
輩
出
し
た
中
津
川
市
民
の
皆

様
に
と
っ
て
は
、
誇
り
で
あ
り
名
誉
な
こ

と
で
あ
る
と
口
を
そ
ろ
え
て
言
わ
れ
ま
す
。

（
東
濃
森
林
管
理
署
）

ヤマトタマムシヤマトタマムシ

240

文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事

川尻 秀樹
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106

伊
勢
神
宮

　式
年
遷
宮
特
集

　
　

  

〜
御
神
木
に
つ
い
て
〜

国有林の現場から

ヤマトタマムシヤマトタマムシ

240

文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事

川尻 秀樹

「
あ
っ
、
タ
マ
ム
シ
が
飛
ん
で
い
ま
す

ね
」
、
渓
流
沿
い
に
植
え
て
あ
る
エ
ノ
キ

の
樹
冠
で
数
匹
の
ヤ
マ
ト
タ
マ
ム
シ
が

飛
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ヤ
マ
ト
タ
マ
ム
シ(C

hrysochroa 

fulgidissim
a

：
以
下
、
タ
マ
ム
シ
と

い
う
）
の
仲
間
は
、日
本
に
約
２
０
０
種
い

ま
す
が
、そ
の
多
く
は
小
さ
く
て
地
味

な
色
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
タ
マ
ム
シ
は
体
表
面
の
金
属
光
沢
か

ら
、
宝
石
を
意
味
す
る｢

玉｣

の
よ
う
に

美
し
い
虫
と
し
て
特
別
視
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

古
く
か
ら
「
吉
丁
虫
」
と
も
呼
ば

れ
、
江
戸
時
代
の
女
性
は
タ
ン
ス
に
入

れ
て
お
く
と
着
物
が
ふ
え
る
と
か
、
幸

せ
に
な
る
と
か
、
鏡
と
一
緒
に
入
れ
て
お

く
と
好
き
な
男
性
に
巡
り
会
え
る
な
ど

と
、
縁
起
を
担
ぐ
虫
と
さ
れ
ま
し
た
。

な
ん
と
英
語
で
もJe

w
el

 beetle

（
宝
石
虫
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

成
虫
の
体
型
は
長
さ
約
30
～
45
㎜

の
長
楕
円
形
で
、
体
表
面
に
金
属
光
沢

が
あ
り
、
緑
色
の
地
色
に
縦
に
赤
茶
色

の
ラ
イ
ン
が
2
本
あ
り
、
夏
の
日
中
に

エ
ノ
キ
や
ケ
ヤ
キ
の
樹
冠
周
辺
を
飛
び

回
っ
て
葉
を
食
べ
ま
す
。

　

鞘
翅
（
し
ょ
う
し
：
甲
虫
類
の
硬
い
翅は

ね

の
こ
と
）
が
金
属
光
沢
を
発
す
る
の
は
、

夏
場
の
太
陽
光
を
反
射
し
て
高
温
に
な

る
の
を
防
ぐ
た
め
と
か
、
金
属
的
な
色

合
い
が
捕
食
者
で
あ
る
鳥
を
お
び
え
さ

せ
る
と
か
言
わ
れ
ま
す
。

　

法
隆
寺
の
国
宝
『
玉
虫
厨
子
』
に

は
、
表
面
装
飾
と
し
て
２,
５
０
０
個
体

以
上
の
タ
マ
ム
シ
の
前
翅
が
使
わ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。
な
お
厨
子
と
は
仏
像

な
ど
礼
拝
対
象
を
納
め
て
屋
内
に
安
置

す
る
入
れ
物
で
す
。

　

一
見
す
る
と
緑
色
に
見
え
る
翅
は
、

色
素
だ
け
で
な
く
構
造
色
と
言
わ
れ
る

光
の
干
渉
な
ど
に
よ
っ
て
発
色
し
て
お

り
、
光
の
当
た
る
角
度
に
よ
っ
て
特
定

の
波
長
の
光
同
士
が
互
い
に
強
ま
っ
た

り
、
弱
ま
っ
た
り
し
て
色
が
変
化
す
る

よ
う
に
見
え
る
の
で
す
。
。

　

翅
の
構
造
は
複
雑
で
、
コ
レ
ス
テ
リ
ッ

ク
液
晶
か
ら
な
る
ク
チ
ク
ラ
層
が
あ
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
外
側
に
更
に
エ
ピ

ク
チ
ク
ラ
層
が
20
層
ほ
ど
あ
る
多
層
膜

構
造
を
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
10
ミ
ク

ロ
ン
ほ
ど
の
六
角
形
の
凹
み
が
翅
一
面

に
あ
り
、
こ
れ
が
光
を
干
渉
、
回
折
、
散

乱
、
屈
折
さ
せ
る
こ
と
で
、
独
特
の
光
沢

を
放
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
昆
虫
や
植
物
で
よ
く
使
わ

れ
ク
チ
ク
ラ
（C

utic
ula

）
と
は
、

日
本
語
で
角
皮
、
英
語
で
キ
ュ
ー
テ
ィ
ク

ル
（C

uticle

）
と
呼
ば
れ
、
人
の
髪

の
毛
や
爪
に
あ
る
も
の
と
同
じ
も
の
な
の

で
す
。

魅力的に輝くヤマトタマムシ

　

色
彩
や
色
調
の
分
野
で
使
わ
れ
る｢

玉

虫
色｣

は
特
定
の
も
の
で
は
な
く
、
タ
マ

ム
シ
の
翅
の
よ
う
に
光
線
の
具
合
で
金

緑
か
ら
金
紫
の
色
調
変
化
を
す
る
す
べ

て
を
含
ん
だ
色
を
指
し
ま
す
。
ま
た
特

定
の
色
彩
名
を
指
さ
な
い
こ
と
か
ら
、

見
方
や
立
場
に
よ
っ
て
都
合
良
く
解
釈

で
き
る
あ
い
ま
い
な
表
現
を
表
す
慣
用

句
と
し
て｢

玉
虫
色
の
～｣

と
用
い
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
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4

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり”
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な取組みを行っています。
こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【農村振興課】　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111 内線（4173）　農村振興課鳥獣害対策室まで

野生鳥獣個体数管理事業（ニホンザル被害対策支援事業）

シリーズ

事業概要

〇安心と共生のニホンザル対策事業（岐阜県政策オリンピック）
　　　ニホンザルの農作物被害軽減に向け、モデル的な取組みを実践する団体を支援。
　　　対策のアイデアを公募し、評価会議による審査を経て、支援対象団体を決定。
　　　・補助率：10／10以内　［上限：3,000千円／団体］

〇ニホンザルGPSモニタリングモデル事業（委託事業）
　　　県内に生息する加害性の高いニホンザルの群れを対象に、GPSを装着し、モニタリングを実施。
　　　群れの行動範囲等を把握し共有することで、地域での効率的な追い払いや捕獲等の対策に活用。
　　　・調査対象：５群れ（１群れあたり１頭にGPS首輪を装着）

〇個体数調整捕獲事業
　　　第二種特定鳥獣管理計画に基づき、市町村が実施するニホンザルの捕獲を支援。
　　　・補助率：10／10以内　［15千円／頭］

　本事業では、ニホンザルの個体数を管理し、農林業や生活環境、生態系等への被害を軽減するため、市町村等による
ニホンザルの捕獲や、地域協働による取組み等を支援しています。

支援対象団体発表時の様子

（１） 飛騨市鳥獣被害防止対策協議会（飛騨市）　【先端技術賞】

　「係留気球×ＡＩを活用した“サルから守る農業”への挑戦」
　・サルにエアタグを装着し、群れの行動範囲を特定
　・バルーンに搭載したカメラでサル群れの行動調査とＡＩによる行動予測
　・ＡＩ分析したエサで誘引し、ＩＣＴによる遠隔操作でサルを群れごと捕獲

（２） 揖斐郡森林組合（揖斐川町）　【サルとの共生賞】

　「ＡＰＥ　Ｏａｓｉｓ ～サルの楽園創造プロジェクト～」
　・シカ被害により発生した不成績造林地の伐採
　・広葉樹を植栽し、サルの生息域として里山を再生
　・ＧＰＳで行動域を把握し、データに基づく里山への効果的な追い払いを実施

（３） 下呂市猟友会馬瀬支部（下呂市）　【捕獲力アップ賞】

　「みんなで手軽に！サルおびき寄せ大作戦」
　・サルを檻に長期間滞在させる寄せ餌、給餌器具の検証
　・トレイルカメラによるサルの行動把握、行動特性に応じた誘引方法の改善
　・地域協働によるサルの誘引、捕獲に向けた住民説明会の開催

（４） ぎふ鳥獣対策ネットワーク（郡上市）　【若者との協働賞】

　「サルとの共存を目指す総合獣害対策プロジェクト」
　・高校生、大学生等と連携した人材育成、追い払いイベント
　　の開催
　・ＧＰＳデータに基づくサルが居て「よい場所」「困る場所」の
　　ゾーニング
　・「困る場所」の住民向けサル出没通知システムの構築

優れたアイデアを
　　実践する団体へ
活動費を助成します！

安心と共生のニホンザル対策事業　支援対象団体
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養老山頂アセビ平スカイテラス

■施設の概要

事業主体 養老町

事業年度 令和６年度

構造
延床面積

木構造
47㎡

施設用途 展望デッキ

助 成 額

木材使用量
使用樹種

6.23㎥
ヒノキ（県産材100％）

岐阜県森林組合連合会

3,000千円（ぎふ県産材利用促進施設等整備事業）

全体事業費 8,489千円

設 計 者

堀建設工業株式会社

令和6年7月～令和6年11月

施工業者

工　　期

養老町　産業建設部　産業観光課
ＴＥＬ 0584-32-1108

木の香る
ぎふの施設

養老郡養老町養老公園地内 木 造 化148

　養老町制施行70周年記念事業の一環として、養老山頂
登山道上にある「アセビ平」に展望デッキ「養老山頂アセ
ビ平スカイテラス」を整備しました。
　岐阜県産ヒノキ材を使用した展望デッキは、広場からせ
り出すように設置されており、北から南へ広がる濃尾平野
のパノラマを楽しむことができます。

岐阜県産ヒノキ材を使用し、自然環境に配慮された新たな
観光スポットです。

木製の展望デッキと景色が調和され、フォトスポットとして
登山客から好評を得ています。
整備以来登山客が増加しています。

問い合わせ先

    利用者の様子

    ここに注目！！

    施設の経緯

施設全景
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　教
授
●
柳
沢

　直

江
戸
時
代
は
い
い
時
代
？

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

151

森林と人を
生かす知恵

　

突
然
で
す
が
、
み
な
さ
ん
過
去
の
好
き

な
時
代
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と

し
た
ら
、
ど
の
時
代
に
生
ま
れ
た
い
で
す

か
？
た
だ
し
、
現
代
以
外
、
日
本
国
内
限

定
で
。
人
に
よ
っ
て
様
々
な
意
見
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
が
、
私
は
江
戸
時
代
を
推

し
ま
す
。

　

理
由
は
様
々
あ
る
の
で
す
が
、
一
つ
に

は
珍
し
く
平
和
の
続
い
た
時
代
で
あ
っ
た

こ
と
で
す
。
一
揆
や
限
定
的
な
戦
は
除
く

と
、
大
坂
夏
の
陣
か
ら
戊
辰
戦
争
ま
で
の

期
間
は
実
に
２
５
３
年
。
こ
の
間
が
真
に

平
和
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
の
長
さ
は
世
界
的
に
み
て
も

珍
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
う
一
つ
の
理
由
は
江
戸
の
町
に
住
ん

で
み
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
よ
く
江

戸
時
代
は
持
続
可
能
社
会
の
ひ
と
つ
の

モ
デ
ル
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
江
戸
は
18
世

紀
初
頭
で
人
口
が
１
０
０
万
人
を
超
え
た

と
言
わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
や

パ
リ
と
比
べ
て
も
群
を
抜
い
て
多
か
っ
た

費
地
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
江
戸

周
辺
の
里
山
が
荒
れ
て
い
な
か
っ
た
か
、

見
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
文
系
の
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
江
戸
に

は
様
々
な
商
売
が
あ
り
、
思
い
立
っ
た
ら

誰
で
も
仕
事
を
始
め
ら
れ
、
女
性
も
多
く

活
躍
し
て
い
て
、
み
な
活
き
活
き
と
働
い

て
い
た
、
そ
し
て
物
価
も
安
定
し
て
い
た

の
で
、
適
度
に
働
い
て
残
り
の
時
間
を
余

暇
に
充
て
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
現
代
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
示
さ

れ
て
い
る
課
題
の
多
く
が
既
に
解
決
済
み

だ
な
ん
て
、
素
敵
で
す
ね
。
実
際
に
は
平

均
寿
命
は
30
歳
程
度
で
あ
っ
た
り
、
疫
病

や
飢
饉
に
遭
遇
し
た
り
、
苦
労
は
絶
え
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

　

最
後
の
理
由
は
、
当
時
の
森
林
を
直
接

こ
の
目
で
見
た
い
こ
と
、
で
す
。
南
方
熊

楠
や
牧
野
富
太
郎
が
目
に
し
た
自
然
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
う
え
な

い
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ

れ
ら
は
日
本
が
近
代
化
し
て
か
ら
現
代
に

至
る
ま
で
の
間
に
失
わ
れ
て
二
度
と
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な
も
の
だ
か

ら
で
す
。
近
代
化
の
過
程
で
失
わ
れ
た
も

の
は
、
自
然
そ
の
も
の
か
、
は
た
ま
た
人

間
を
自
然
の
中
に
お
い
て
考
え
る
自
然
と

の
接
し
方
な
の
か
、
江
戸
時
代
は
多
く
の

こ
と
を
教
え
て
く
れ
そ
う
で
す
。

よ
う
で
す
。
さ
ら
に
地
方
か
ら
の
出
稼
ぎ

人
を
加
え
た
江
戸
の
人
口
密
度
は
世
界
一

だ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
人

口
が
高
密
度
で
破
綻
な
く
暮
ら
し
続
け

て
い
け
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
汲
み
取
り

式
の
ト
イ
レ
に
集
め
た
糞
尿
を
近
郊
の
農

地
に
運
び
、
野
菜
や
穀
物
の
生
産
に
使
う

と
い
う
循
環
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い
た

か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
糞
尿
を

た
ら
い
に
た
め
て
窓
か
ら
投
げ
捨
て
て
い

た
パ
リ
な
ど
に
比
べ
れ
ば
、
食
料
の
増
産

に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
衛
生
管
理
の

点
か
ら
疫
病
の
流
行
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
意
味
で
も
先
進
的
な
仕
組

み
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
は
江
戸

の
居
住
地
に
入
り
込
ん
で
い
て
、
食
料
生

産
以
外
に
も
都
市
の
住
環
境
の
向
上
や
、

都
市
住
民
に
農
民
が
農
的
知
識
を
授
け

る
と
い
っ
た
交
流
な
ど
に
よ
り
、
都
市
住

民
に
益
を
も
た
ら
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
あ
た
り
は
現
代
に
も
通
じ
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

燃
料
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

化
石
燃
料
を
使
っ
て
い
な
い
江
戸
の
暮
ら

し
で
燃
料
と
言
え
ば
、
薪
や
炭
で
す
よ

ね
。
ど
ち
ら
も
武
蔵
野
の
雑
木
林
で
生

産
で
き
ま
す
が
、
１
０
０
万
人
に
及
ぶ
江

戸
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
は
到
底
不
可

能
で
あ
り
、
相
模
や
伊
豆
、
甲
斐
、
常
陸

や
下
総
な
ど
江
戸
に
隣
接
す
る
近
郊
で

生
産
さ
れ
た
も
の
が
運
び
込
ま
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
幕
末
に
は
そ
の
量
、
炭
だ

け
で
年
間
約
２
５
０
万
俵
と
の
こ
と
。
重

量
に
し
て
約
5
万
ト
ン
で
す
。
令
和
元
年

の
全
国
の
木
炭
の
生
産
量
は
約
2
万
ト

ン
な
の
で
、
当
時
の
江
戸
が
い
か
に
大
消

江戸と近郊の物質循環
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研究
コーナー

　
　
　
　森
林
研
究
所

　渡
邉 

仁
志

成
長
の
早
い
コ
ン
テ
ナ
苗
の

　
　
　
　
　
　活
か
し
方
を
考
え
る

　

林
業
で
特
に
負
担
の
大
き
い
作
業
の
ひ
と

つ
が
、
真
夏
の
炎
天
下
で
の
下
刈
り
で
す
。

そ
の
回
数
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
省
力
化
し

た
い
と
い
う
の
は
関
係
者
の
切
実
な
願
い
で

す
。
ヒ
ノ
キ
の
実
生
コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
育
苗

段
階
の
元
肥
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
植
栽
直

後
の
成
長
を
促
進
で
き
ま
す
。
現
在
、
岐
阜

県
内
で
生
産
さ
れ
る
ヒ
ノ
キ
苗
の
多
く
が
こ

の
仕
様
で
育
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
超
緩
効
性
肥
料
を
用
い
て
育

成
し
た
ヒ
ノ
キ
苗
（
以
下
、
緩
効
肥
料
苗
）

の
成
長
特
性
を
紹
介
し
、
こ
の
苗
を
活
か
し

て
確
実
な
再
造
林
と
保
育
の
省
略
化
を
図
る

た
め
の
留
意
点
を
報
告
し
ま
す
。

緩
効
肥
料
苗
の
成
長

　

下
呂
市
小
川
に
あ
る
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
皆

伐
跡
地
（
標
高
六
六
〇
ｍ
、
傾
斜
三
五
度
）

に
、
根
鉢
容
量
三
〇
〇
㏄
の
二
年
生
コ
ン
テ

ナ
苗
を
植
栽
し
ま
し
た
。
使
用
し
た
の
は
、

緩
効
肥
料
苗
と
従
来
肥
料
を
用
い
た
苗
（
対

照
）
の
二
種
類
で
す
。
木
本
が
優
占
す
る
競

合
植
生
を
、
必
要
に
応
じ
て
毎
年
下
刈
り
し

な
が
ら
、
七
年
間
に
わ
た
っ
て
成
長
を
比
較

し
ま
し
た
（
図
）
。
植
栽
時
の
大
き
さ
は
両

苗
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
が
、
緩
効
肥
料
苗

続
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
初
期

の
「
こ
の
」
成
長
を
妨
げ
な
い
適
切
な
管
理

が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
、
植
栽
時
期
は
春
が
適
し
て
い
ま

す
。
肥
効
期
間
中
に
苗
を
狭
い
コ
ン
テ
ナ
に

閉
じ
込
め
て
お
く
の
は
得
策
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
夏
や
秋
の
植
栽
で
は
、
生
育
期

間
が
限
ら
れ
、
翌
年
以
降
の
成
長
が
停
滞
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
寒
冷
・
寡

雪
地
域
で
は
、
晩
秋
の
植
栽
に
よ
る
活
着
率

の
著
し
い
低
下
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、

補
植
や
下
刈
り
の
手
間
が
増
す
要
因
に
な
り

ま
す
（
な
お
、
多
雪
地
域
で
は
雪
が
苗
を
保

護
す
る
た
め
、
晩
秋
に
植
栽
が
行
わ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
ヒ
ノ
キ
は
こ
の
よ
う
な

地
域
で
の
造
林
に
は
適
し
て
い
ま
せ
ん
）
。

　

ま
た
、
下
刈
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
重
要
で

す
。
ヒ
ノ
キ
は
頂
部
を
覆
わ
れ
る
と
樹
高
成

長
が
鈍
化
す
る
の
で
、
競
合
植
生
の
影
響
を

受
け
る
前
に
下
刈
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

結
果
的
に
同
じ
回
数
の
下
刈
り
を
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
期
間
途
中
で
の
省
略
は
避
け
、
初

期
数
年
間
の
下
刈
り
を
確
実
に
毎
年
実
施
し

て
、
苗
の
健
全
な
成
長
を
維
持
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
後
は
現
地
の
状
況
に
応
じ

て
対
応
す
れ
ば
、
下
刈
り
の
終
了
時
期
を
前

倒
し
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
（
図
）
。

お
わ
り
に

　

以
上
か
ら
、
苗
の
生
理
特
性
を
正
し
く
理

解
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
植
栽
や
下
刈
り
を

行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
に
よ
り
、
苗
の
成
長
を
促
進
し
つ
つ
労

力
の
削
減
や
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
が
実
現

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

は
、
樹
高
で
は
二
年
目
以
降
、
根
元
直
径
で

は
四
年
目
以
降
に
優
位
に
な
る
傾
向
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
植
栽
時
に
は
高
か
っ
た
比
較
苗

高
（
樹
高
／
根
元
直
径
）
は
、
速
や
か
に
低

下
し
、
八
〇
～
六
〇
程
度
で
安
定
し
ま
し

た
。
コ
ン
テ
ナ
苗
の
初
期
の
樹
高
成
長
が
停

滞
す
る
の
は
、
直
径
成
長
を
優
先
さ
せ
る
生

理
特
性
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
緩
効

肥
料
苗
は
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら

安
定
水
準
の
比
較
苗
高
に
到
達
し
て
お
り
、

品
質
上
の
問
題
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
緩
効
肥
料
苗
に
つ
い
て
は
、
下
刈

り
期
間
を
従
来
肥
料
苗
の
五
年
間
か
ら
四
年

間
に
短
縮
し
て
も
、
す
で
に
競
合
植
生
を
越

え
る
樹
高
に
到
達
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
成

長
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

苗
の
性
能
を
活
か
す
た
め
に

　

緩
効
肥
料
苗
は
、
従
来
肥
料
苗
や
裸
苗
と

比
較
す
る
と
初
期
成
長
で
優
位
な
傾
向
が
あ

り
、
こ
れ
は
岐
阜
県
下
の
多
点
デ
ー
タ
を
解

析
し
た
結
果
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

（
詳
し
く
は
、
本
誌
八
一
四
号
参
照
）
。
た

だ
し
、
こ
の
成
長
促
進
効
果
は
主
に
植
栽
初

年
に
発
揮
さ
れ
ま
す
。
二
年
目
以
降
は
成
長

量
の
維
持
に
と
ど
ま
る
た
め
、
優
位
性
は
持

図  樹高、根元直径、比較苗高の推移の苗の種類による比較
バーは標準偏差。下矢印（↓）は緩効肥料苗区、上矢印（↑）は従来肥料苗区の下刈り実施年を示す。
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シ
カ
に
よ
る「
く
わ
ん
た
い
」

　
　
　ず
り
下
げ
対
策
を
考
案
し
ま
し
た

揖
斐
農
林
事
務
所
　林
業
課
　林
業
普
及
指
導
員
　長
屋
　公
三

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
５
―
２
３
―
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　揖
斐
農
林
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　林
業
課

　森
林
整
備
係
ま
で

普及コーナー

　

同
時
に
植
え
た
隣
接
す
る
コ
ナ
ラ
、
ク

ヌ
ギ
の
再
造
林
地
で
は
そ
の
よ
う
な
被
害

は
見
ら
れ
ず
、
シ
カ
が
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
選

択
し
て
加
害
し
た
よ
う
で
す
。

　

す
ぐ
に
事
業
者
に
連
絡
し
、
早
急
に
対

策
を
講
じ
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
、
揖
斐
郡
森
林
組
合

が
別
の
場
所
で
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
栽
中

で
、
使
用
資
材
も「
く
わ
ん
た
い
」で
あ
っ

た
た
め
、
森
林
組
合
の
担
当
職
員
に
通
常

の
や
り
方
で
は
シ
カ
に
加
害
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

●
何
と
か
し
な
け
れ
ば

　
「
く
わ
ん
た
い
」は
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー

製
の
支
柱
と
メ
ッ
シ
ュ
状
の
袋（
以
降
、

本
体
）を
金
属
の
ク
リ
ッ
プ
で
パ
チ
ン
と

留
め
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
く
わ
ん
た
い
」の
本
体
を
下
に
引
っ
張

る
と
、
あ
る
程
度
の
力
を
超
え
る
と
ず
り

下
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ク
リ
ッ
プ
で
留

め
ら
れ
た
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
性
の
支
柱

と
本
体
と
の
間
の
摩
擦
力
を
大
き
く
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ず
り
下
げ
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

ク
リ
ッ
プ
増
設
は
そ
の
一
つ
の
手
段
で

す
が
、
20
円
／
個（
税
別
）で
あ
り
追
加
施

工
は
自
力
と
な
る
た
め
、
少
し
で
も
安
く

で
き
る
良
い
方
法
が
な
い
か
と
考
え
を
巡

ら
せ
ま
し
た
。

被
害
率
が
数
％
程
度
で
あ
っ
た
た
め
、
萌

芽
力
を
期
待
し
て
さ
ほ
ど
問
題
視
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
植
栽
し
た
事
業

者
が「
く
わ
ん
た
い
」の
メ
ー
カ
ー
に
相
談

し
、
固
定
用
ク
リ
ッ
プ
を
増
設
し
て
補
修

す
る
方
針
と
し
て
い
ま
し
た
。

●
驚
き
の
規
模
で
被
害
が
発
生

　

と
こ
ろ
が
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
令
和
６
年

度
に
植
栽
し
た
再
造
林
地
に
令
和
７
年
５

月
12
日
に
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
軽
く

90
％
を
超
え
る「
く
わ
ん
た
い
」ず
り
下

げ
・
食
害
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

●
揖
斐
管
内
の
獣
害
対
策
の
現
状

　

揖
斐
農
林
事
務
所
管
内
の
再
造
林
地

は
、
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
カ
生
息
密

度
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
害
対
策
と
し
て
は
、
面
積
が
大
き
い

ほ
ど
シ
カ
柵
が
低
コ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は

周
知
の
と
お
り
で
す
が
、
豪
雪
地
帯
の
揖

斐
で
は
柵
が
雪
害
で
破
損
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
、
破
損
個
所
か
ら
多
く
の
シ
カ
が

侵
入
し
て
気
づ
い
た
時
に
は
植
栽
木
が
全

滅
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
シ
カ

柵
は
選
択
さ
れ
に
く
く
、
単
木
保
護
資
材

の
使
用
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

管
内
の
再
造
林
地
で
使
用
さ
れ
て
い
る

単
木
保
護
資
材
は
、
T
u
b
e
x（
杭
が

耐
雪
仕
様
）、
ウ
ッ
ド
ガ
ー
ド（
本
体
、
杭
、

共
に
生
分
解
性
）、
く
わ
ん
た
い
、
チ
ュ
ー

ブ
ラ
ー
の
４
種
類
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
雪
害
、
風
害
、
劣
化
な
ど

で
、
あ
る
程
度
の
破
損
は
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
成
林
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ

う
な
大
規
模
な
食
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、２
～
３
年
前
か
ら
シ
カ
が「
く

わ
ん
た
い
」を
ず
り
下
げ
て
中
の
植
栽
木

を
露
出
さ
せ
て
食
害
す
る
事
案
が
散
見
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

発
生
は
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
の
植
栽
地
で

●
や
っ
て
み
よ
う
！

　

翌
日
、
森
林
組
合
の
若
手
担
当
職
員
１

名
を
誘
っ
て
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
植
栽
地
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。

　

0
・2
ha
、
植
栽
本
数
4
0
0
本
の
揖
斐

で
は
極
め
て
珍
し
い
平
坦
な
現
場
で
す
。

　

な
か
な
か「
安
い
、
早
い
、
巧
い
」妙
案

が
浮
か
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、帰
宅
途
中
、

自
家
用
車
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
置
い
た

滑
り
止
め
シ
ー
ト
が
目
に
入
る
と
妙
案
が

降
っ
て
き
ま
し
た
。
薄
い
ゴ
ム
シ
ー
ト
を

ク
リ
ッ
プ
大
に
切
っ
て
支
柱
と
本
体
の
間

に
挟
み
込
ん
で
ク
リ
ッ
プ
を
留
め
る
方
法

を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ま
ま
1
0
0
均
シ
ョ
ッ
プ
に
走

り
、
ゴ
ム
シ
ー
ト
を
探
し
ま
し
た
が
お
目

当
て
の
よ
う
な
商
品
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
が
っ
か
り
し
な
が
ら
店
内
を
う
ろ
つ

い
て
い
る
と
、ふ
と
目
に
留
ま
っ
た
の
が
、

食
器
や
ラ
グ
の
滑
り
止
め
と
し
て
売
っ
て

い
る
滑
り
止
め
シ
ー
ト
で
し
た
。

　

商
品
棚
に
は
数
種
類
の
厚
み
の
物
が
並

ん
で
お
り
、
一
番
薄
い
シ
ー
ト
な
ら
ば
使

え
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
ダ
メ
元
で

買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

ずり下げられた「くわんたい」

購入した滑り止めシート
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シ
カ
に
よ
る「
く
わ
ん
た
い
」

　
　
　ず
り
下
げ
対
策
を
考
案
し
ま
し
た

揖
斐
農
林
事
務
所
　林
業
課
　林
業
普
及
指
導
員
　長
屋
　公
三

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
５
―
２
３
―
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　揖
斐
農
林
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　林
業
課

　森
林
整
備
係
ま
で

普及コーナー

カットしたシートと施工方法

　

食
害
対
策
を
研
究
し
て
い
る
専
門
家
で

は
な
い
の
で
、
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う

と
作
業
に
入
り
ま
し
た
。

　

手
順
は
、

①
２
～
３
cm
四
方
に
シ
ー
ト
を
切
る

②「
く
わ
ん
た
い
」の
上
部
固
定
ク
リ
ッ
プ

を
外
す

③
支
柱
と
本
体
の
間
に
シ
ー
ト
を
挟
む

④
ク
リ
ッ
プ
を
は
め
込
む

　

で
す
。

　

シ
ー
ト
の
厚
み
で
ク
リ
ッ
プ
が
は
ま
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
心
配
し
ま
し
た

が
、
こ
の
滑
り
止
め
シ
ー
ト
は
柔
ら
か
く

潰
れ
や
す
い
の
で
、
簡
単
に
ク
リ
ッ
プ
を

は
め
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

巧
く
い
っ
た
の
で
効
果
の
確
認
を
し
ま

し
た
。
本
体
と
支
柱
を
し
っ
か
り
掴
ん
で

強
く
下
に
引
っ
張
る
と
、
滑
り
止
め
シ
ー

ト
無
し
で
は
ず
り
下
が
っ
た
本
体
が
ビ
ク

と
も
し
ま
せ
ん
。

　

支
柱
か
ら
手
を
放
し
て
本
体
を
引
っ

張
っ
て
み
る
と「
グ
ワ
ン
・
グ
ワ
ン
」と
大

き
く
支
柱
が
し
な
る
だ
け
で
す
。

　

森
林
組
合
職
員
に
も
確
認
し
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、「
こ
れ
な
ら
大
丈
夫
に
違
い
な

い
」と
採
用
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
前
に
シ
ー
ト
を
必
要
な
数
だ
け
カ
ッ

ト
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
ポ

ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
の
１
１
０
円
を
投
じ
た
の

に
無
駄
球
を
作
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ

（
ケ
チ
っ
て
）購
入
し
た
状
態
で
現
場
に
持

ち
込
ん
だ
た
め
、
ハ
サ
ミ
で
チ
ョ
キ
チ
ョ

キ
切
り
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た

が
、
開
始
か
ら
２
時
間
ほ
ど
で
全
作
業
が

終
了
し
ま
し
た
。

●
被
害
甚
大
地
に
も
普
及
し
よ
う

　

森
林
組
合
の
現
場
で
上
手
く
い
っ
た
の

で
、
最
初
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
被
害
を
見
つ

け
た
再
造
林
地
の
事
業
者
に
対
策
の
進
捗

を
確
認
し
た
と
こ
ろ「
実
は
人
手
が
集
ま

ら
な
く
て
未
だ
や
っ
て
い
ま
せ
ん
」と
の

回
答
で
し
た
。

　

面
積
1
・
15‌

ha
、
植
栽
本
数
1
8
1
0

本
に
腰
が
引
け
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
の

で
、
滑
り
止
め
シ
ー
ト
工
法
と
森
林
組
合

と
の
作
業
実
績
を
説
明
し
、
手
伝
う
か
ら

早
く
取
り
掛
か
る
よ
う
に
と
促
し
ま
し

た
。

　
「
安
く
で
き
る
」「
早
く
で
き
る
」「
手

伝
っ
て
く
れ
る
」が
響
き
、「
シ
ー
ト
の
準

備
が
で
き
ま
し
た
。
明
日
、
お
願
い
し
ま

す
。」と
の
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
現
場
に
向

か
い
ま
し
た
。

　

事
業
者
の
事
務
所
職
員
２
名
が
待
っ
て

お
り
４
名
で
作
業
に
取
り
掛
か
り
ま
し

た
。

　

ず
り
下
げ
ら
れ
た
際
に
上
部
ク
リ
ッ
プ

が
飛
ん
で
無
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
２
割

ほ
ど
あ
り
、
念
の
た
め
持
っ
て
き
た
追
加

用
ク
リ
ッ
プ
が
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

４
人
が
か
り
な
ら
楽
か
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
森
林
組
合
の
現
場
と
は
異
な
る

現
場
条
件
に
よ
り
、
思
わ
ぬ
手
間
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

標
準
作
業
手
順
は
、

①
35
度
を
超
え
る
急
傾
斜
地
を
登
り

②
足
場
の
悪
い
斜
面
で
し
ゃ
が
み

③
ず
り
下
が
っ
た
本
体
の
ク
リ
ッ
プ
を
外

し
て
本
体
を
引
き
上
げ

④
カ
ッ
ト
済
み
シ
ー
ト
を
挟
み

⑤
ク
リ
ッ
プ
を
は
め
る

　

で
し
た
が
、
本
体
の
中
で
く
ち
ゃ
く

ち
ゃ
に
丸
ま
っ
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
引
っ
張

り
上
げ
て
樹
形
を
整
え
る
作
業
を
要
す
る

も
の
が
３
割
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
柱
を
引
き
抜
か
れ
た
も
の
も

あ
り
、
支
柱
の
打
ち
込
み
と
本
体
の
上
下

ク
リ
ッ
プ
固
定
、
下
部
の
２
本
の
固
定
杭

打
ち
込
み
の
一
連
の
作
業
を
要
し
ま
し

た
。

　

午
前
２
時
間
、
午
後
２
時
間
半
で
カ
ッ

ト
済
み
シ
ー
ト
が
無
く
な
っ
た
た
め
、
対

象
地
の
２
割
ほ
ど
を
残
し
て
作
業
を
終
了

し
、「
残
り
は
２
人
で
や
れ
ま
す
」と
言
っ 本体の中で丸まったヤマザクラ

て
く
れ
た
事
業
者
に
後
を
託
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
昼
食
中
に
隣
の
ヒ
ノ
キ
林
か
ら

シ
カ
が
２
頭
出
て
き
て「
く
わ
ん
た
い
」を

直
さ
れ
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
植
栽
地
と
我
々
を

見
て
鳴
い
た
後
、
ヒ
ノ
キ
林
に
引
き
返
し

て
い
き
ま
し
た
。

　
「
な
ん
や
こ
れ
！
せ
っ
か
く
下
げ
と
い

た
の
に
喰
え
へ
ん
や
な
い
か
！
」と
で
も

言
っ
た
よ
う
で
し
た
。

●
こ
れ
か
ら
は

　

事
業
者
は
今
後
植
栽
す
る
事
業
地
で
も

滑
り
止
め
シ
ー
ト
を
挟
む
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
森
林
組
合
の
Ｒ
７
年
度
の
他
の

植
栽
地
は
少
花
粉
ス
ギ
で
す
が
滑
り
止
め

シ
ー
ト
を
挟
ん
で
い
ま
す
。

　

使
っ
た
滑
り
止
め
シ
ー
ト
は
約
30
㎝
×

1
5
0
㎝
の
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
3
㎝
角
に

カ
ッ
ト
す
れ
ば
5
0
0
枚
の
小
片
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
0
・
2
円
／
枚

（
税
別
）と
な
り
純
正
ク
リ
ッ
プ
の
１
／

１
０
０
の
資
材
費
で
済
み
ま
す
。
植
栽
前

に「
く
わ
ん
た
い
」を
組
む
工
程
で
シ
ー
ト

の
挟
み
込
み
を
行
え
ば
追
加
手
間
は
カ
ッ

ト
作
業
以
外
ほ
と
ん
ど
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

施
工
直
後
に
は
期
待
値
以
上
の
効
果

が
確
認
で
き
た
こ
の
ア
イ
デ
ア
で
す
が
、

「
や
っ
ぱ
り
駄
目
で
し
た
」に
な
ら
な
い
こ

と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

滑
り
止
め
シ
ー
ト
の
屋
外
で
の
劣
化
速

度
が
不
明
な
の
で
、
施
工
し
た
植
栽
地
の

経
過
観
察
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
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イベント情報

市況情報

地域の人

連載
●山の歳時記（241）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（149）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（152）

先日、こどもの運動会を観に小学校へ行ってきました。
自分が小学生だった頃を思い出すと、運動会には「応援合戦」があ

り、暑い中、運動場で声がかれるまで何度も練習しました。全学年の合同練習な
んていう日もありました。また、「学年選抜リレー」にも出場させてもらえたことも
あり、全プログラムを楽しんでいました。その時の記憶は今でも残っています。

時代は変わり、運動会は様変わりをしています。熱中症対策などこどもの安全
のため、外にいる時間をなるべく長くしないようプログラムが組まれています。息
子の学校では、競技をする学年だけが運動場に出て、それ以外の学年は教室で
授業を受けていました。

他の学年がいないという点で、なにか物足りないなと思ってしまいますが、その
時代に合わせて形を変えていくことは良いことだと思います。

それに、形が変わっても変わらないものがあります。息子から「かけっこ３位
だったけど、頑張ったよ！楽しかったよ！」と笑顔で話してくれました。全力で楽し
んだ結果だと思います。当時の自分もそうでした。

つい、形だけで判断してしまう自分に、大切なことは何かをこどもから学ばせ
てもらいました。

「森林のたより」編集委員　林政課　柘植 康太

コラム

9月1日
発行

9月号予定

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
７
５
―
３
５
―
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

　
令
和
７
年
６
月
４
日
に
岐
阜
県
森
林
技
術
開

発
・
普
及
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
通
常
総
会
が
岐
阜

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
賛
助
会
員
の

株
式
会
社R

O
B
O
Z

さ
ん
が
小
型
電
動
４
足
歩

行
型
ロ
ボ
ッ
ト（
以
後
四
足
ロ
ボ
ッ
ト
）を
展
示
・

動
作
実
演
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
　

【
四
足
ロ
ボ
ッ
ト
情
報
】

　
今
回
、
展
示
・
動
作
実
演
し
て
頂
い
た
四
足

歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
中
国
のU

nitree

社
製

G
o2

Ｒ
＆
Ｄ
に
な
り
ま
す
。
測
量
、
運
搬
業
務

が
主
な
活
用
方
法
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
　
　

　
本
体
重
量
15
㎏
、
バ
ッ
テ
リ
ー
駆
動
時
間
最

長
４
時
間
、
可
搬
重
量
８
㎏
、
段
差
乗
り
越
え

高
さ
16
㎝
、
走
行
速
度
3.7
ｍ
／
Ｓ
、
最
大
登
坂

角
度

　40°
と
い
う
性
能
で
し
た
。

【
感
想
】

　
銀
色
の
メ
タ
リ
ッ
ク
な
光
沢
を
放
ち
重
そ
う

に
見
え
ま
し
た
が
、
思
っ
た
よ
り
軽
快
な
足
取

り
で
し
た
。
但
し
足
場
の
悪
い
林
内
で
故
障
し

た
場
合
、
15
㎏
と
い
う
重
さ
は
、
人
力
で
の
運

搬
は
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
走
行
速
度
を
時
間
に
換
算
す
る
と
約
１３
㎞
／

時
と
な
り
ま
す
。
森
林
内
で
そ
の
速
度
で
の
移

動
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
平
地
で
は
人
間

の
歩
行
速
度
よ
り
か
な
り
速
く
移
動
で
き
る
よ

う
で
す
。
ま
た
、
自
ら
障
害
物
を
検
知
し
回
避

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

【
期
待
】

　
多
数
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
員
が
、
興
味
深

く
四
足
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
作
実
演
を
観
て
担
当
者

に
質
問
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
可
搬
重
量
が
８
㎏
と
少

な
い
た
め
、
林
業
で
使
用
す
る
に
は
燃
料
や
資

材
等
の
軽
量
物
運
搬
に
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
の
よ
う
に
、
四
足
ロ
ボ
ッ
ト
も
大
型

化
す
れ
ば
、
可
搬
重
量
が
増
え
重
い
資
材
運
搬

や
怪
我
人
を
搬
送
す
る
こ
と
が
出
来
、
森
林
技

術
者
の
負
担
を
減
ら
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
林
業
で
も
使
え
る
四
足
ロ
ボ
ッ
ト
の

進
化
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

小
型
電
動
四
足
歩
行
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
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「障害物を乗り越える実演」

『岐阜県の森林・林業入門』のご紹介
　岐阜県山林協会では森林の働きや育て方、木の良さなどを子どもから大人まで分かりやすく伝える読本『岐阜県の森
林・林業入門（Ｂ５サイズ、全14ページ）』を制作しました。
　配布をご希望の方は、当協会にお申し出ください。なお、在庫状況により、ご希望に添えない場合があります。また、協
会ホームページ「おしらせコーナー」でも内容をご覧いただけます。ぜひご活用ください。

山林協会ホームページ

３時間目（森林は、どのようにして育てられているのかな？）表　紙

URL  http://www.g-forestry.or.jp

読 本
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イベント情報

市況情報

地域の人

連載
●山の歳時記（241）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（149）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（152）

先日、こどもの運動会を観に小学校へ行ってきました。
自分が小学生だった頃を思い出すと、運動会には「応援合戦」があ

り、暑い中、運動場で声がかれるまで何度も練習しました。全学年の合同練習な
んていう日もありました。また、「学年選抜リレー」にも出場させてもらえたことも
あり、全プログラムを楽しんでいました。その時の記憶は今でも残っています。

時代は変わり、運動会は様変わりをしています。熱中症対策などこどもの安全
のため、外にいる時間をなるべく長くしないようプログラムが組まれています。息
子の学校では、競技をする学年だけが運動場に出て、それ以外の学年は教室で
授業を受けていました。

他の学年がいないという点で、なにか物足りないなと思ってしまいますが、その
時代に合わせて形を変えていくことは良いことだと思います。

それに、形が変わっても変わらないものがあります。息子から「かけっこ３位
だったけど、頑張ったよ！楽しかったよ！」と笑顔で話してくれました。全力で楽し
んだ結果だと思います。当時の自分もそうでした。

つい、形だけで判断してしまう自分に、大切なことは何かをこどもから学ばせ
てもらいました。

「森林のたより」編集委員　林政課　柘植 康太

コラム

9月1日
発行

9月号予定

森林・林業関係イベントカレンダー（9月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所
申込（問合せ）先／ TEL 

9月2日㈫ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間： 学科   8:55~15:20
　　　　　　実技 15:30~16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,770円（本代含む）（振込み）
●定　員：50名（定員になり次第締め切ります。）

南ひだ森林組合（下呂市乗政25-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

9月3日㈬～
9月5日㈮

伐木等の業務
（チェーンソー）に係る
特別教育

●講習時間　3日 学科   8:50~17:10
　　　　　　4日 学･実  8:50~12:30
　　　　　　5日 実技   8:30~17:10
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：24,200円（本代含む）（振込み）
●定　員：50名（定員になり次第締め切ります。）

3日（学科）4日（学･実）
南ひだ森林組合（下呂市乗政25-1）
5日（実技）
南ひだ森林組合貯木場（下呂市乗政25-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

9月18日㈭ 造林作業の指揮者等
安全衛生教育

●講習時間：8:50~16:50
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：11,200円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195
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TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果

土

B S C

表 面 流

拡 大 イ メ ー ジ 図

BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター

市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（6月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（6月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

68,000

70,000

80,000

75,000

155,000

85,000

88,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　スギ４ｍ元木、尺上良材は入札多数で活気あり、価格は弱含み。スギラ
ミナ向け３ｍ・４ｍ材は保合。ヒノキ元木良材４ｍは入札旺盛で活気あり、
価格は強含みで引き合いは強い。ヒノキ３m・４ｍ構造材の価格は強含み
で推移。合板向けは価格は強含みで納材は順調。製紙向けパルプ材、発
電向け未利用材ともに原木不足感が強く需要高。（岐阜） 

　スギ、ヒノキの4m並材は気候の影響により若干弱含みとなっている
が、需要は安定している。広葉樹は全体的に弱含みであるが、カエデ、サ
クラ、トチは旺盛。トチ、ホウなど白い材はカビなどによる変色が単価に影
響を及 ぼ す た め 、早 期 の 出 材をお 勧 めします 。高 値 は サクラ３
m×34cm@28,600円、ナラ2.1ｍ×48cm＠49,800円、トチ
1.4m×60cm@52,600円、カエデ２ｍ×48cm＠43,300円、ミズメ2.2
ｍ×34cm＠36,800円。※天候は良くなりましたが虫害は発生しており
ますので、山元での薬剤散布をお勧めします。（飛騨） 

　スギ、ヒノキとも並材の出材量は低調で横ばい。一方で、ヒノキの役物・
良材は応札多数で活気。３ｍ・４ｍ材は全般に弱保合で推移、４ｍ尺上材
は引き合いが強い。元木・中目良材は直・小曲共に地元工務店を中心に強
気は継続。2ｍ尺上材も堅調な引き合いだが、20cm以下の材は弱保合。
スギは、中目尺上元木良材が価格保合で推移。目荒など並材は価格も伸
び悩みが続くなか、売りづらさも依然として残る。4ｍ(24cm以上)構造材
は保合、同3ｍも弱保合で推移。6ｍ長柱向け(18cm～22cm)は引き続
き好調を維持。合板向け材は価格保合ながらも納材は順調に進んでお
り、ラミナ向けはスギ、ヒノキともに活発な動き。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

柱と土台・桁との軸組み材で出来る方形に対して、対角線状に斜めに挿入され
る部材のこと。地震や台風などの木造建築物が水平方向の圧力に対して抵抗出
来るように使用される材。樹種は桧、杉、米ツガ、米松等。寸法は9㌢×4㌢あ
るいは10.5㌢×3～4.5㌢で長さは4㍍。

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1886回

7月8日

7月9日

7月3日

岐
阜
共
販
所

第1483回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～22㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30㎝以上

40㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

30㎝以上元

－

－

－

－

19,600

－

－

－

－

－

26,200

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

41,000

－

－

－

33,000

49,000

－

－

14,600

14,000

14,500

14,400

13,000

17,200

21,100

18,900

20,700

19,000

18,700

－

14,200

14,600

13,600

21,000

20,500

19,200

－

－

12,000

12,000

－

14,000

14,200

14,400

15,000

21,300

20,000

28,000

12,000

21,300

19,800

29,000

29,500

－

第1817回

東
濃
共
販
所

木材市場

396
432
468
－

→
→
→
－

2,249

662

3,528

3,240

13,392

2,800

3,800

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。

m3当り
価　格

→

→

→

→
→

→

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

筋違
すじかい

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4m

5m

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍまつ
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